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昨今、IBD 治療において T2T の重要性が認識されつつあるが、実臨床において

実施可能で普遍的な治療戦略は未だ確立されていない。症状スコア、バイオマー

カー、画像、内視鏡など様々なモダリティが登場しているが、どのモニタリング

を指標にしてどこに治療ターゲット及びゴールを設定するのかを明確にしてい

くことが必要である。本シンポジウムでは多施設・単施設での T2T 治療戦略の

取り組みを幅広く募ることで、将来的な治療戦略の展望を共有・理解する機会と

したい。 


